
広報はっぽうお知らせ版
2020.10月23日号1　

日・曜日 行　　事　　名 場　　　所 時　　　間 内　　　　　容

令和２年

■11月１日～15日の行事予定

 1 日 第15回八峰町文化祭 作品展示：ファガス、峰栄館 詳しくは10月23日配布のプログラムをご覧ください。   （10月31日～11月3日） 芸能発表：八峰中体育館
　
 　 　 

出張心配ごと相談 強坂公民館
 午前9：30～ 社協職員が地域に伺って、生活上の心配やサービスの利用

      　　　午前11：30 手続きなどの相談に応じます。お気軽にお越しください。　2 月
   のんき会 沢目駅舎内 午前11：00～ 心の病を持っている方が情報交換する場です。どなた
      　　　午後4：00 でもお気軽にお立ち寄りください。　
 　 　 心配ごと相談 八峰町社会福祉協議会 午前9：30～正午 担当：柴田敬子相談員       ※相談をご希望の方は事前にご連絡ください。☎77-3551　
 4 水 　 　 　 認知症の人と家族・地域の皆さんが、カフェのように
   雄島カフェ 中浜コミュニティ 午前10：00～ お茶を飲みながら気軽にお話しできる場所です。
     センター 　　　　　　正午 対象：中浜・茂浦地区の方　参加費：100円
       問合せ先：八峰町地域包括支援センター（☎77-3200）　
 5 木 大槻野健康教室 大槻野生活改善 午後1：30～ 健康に関するお話や血圧測定などを保健師が行います。
     センター 　　　午後3：00 大槻野自治会の方はどなたでもご参加ください。　
 6 金 萩ノ台健康教室 萩ノ台公民館 午後1：30～ 健康に関するお話や血圧測定などを保健師が行います。
      　　　午後3：00 萩ノ台自治会の方はどなたでもご参加ください。　
 　 　 出張心配ごと相談 塙多目的集会施設 午前9：30～ 社協職員が地域に伺って、生活上の心配やサービスの利用
      　　　午前11：30 手続きなどの相談に応じます。お気軽にお越しください。　9 月
   のんき会 沢目駅舎内 午前11：00～ 心の病を持っている方が情報交換する場です。どなた
      　　　午後4：00 でもお気軽にお立ち寄りください。　
   岩館婦人会古紙回収 岩館地区 午前7：30～ 対象：ダンボール・新聞紙・雑誌・牛乳パック・アル
      　　　午前8：30 　　　ミ缶　
 　 　 八峰町定例教育委員会 ファガス 午前10：00～ ※詳しくは学校教育課へ　☎77-2816
　
    　 子育て支援センター 午前10：00～ 対象：子ども園入園前の子どもと保護者
   めんちょこひろば 「あいあい」 　　　午前11：30 内容：身長・体重測定、親子ふれあい遊び（歌・手遊び等）
　
   椿健康教室 椿自治会館 午前10：00～ 健康に関するお話や血圧測定などを保健師が行います。
 10 火    　　　午前11：30 椿自治会の方はどなたでもご参加ください。　
   交流サロン ファガス 午後1：30～ 陽だまりの会会員がおいしいコーヒー、お茶を準備してお
   「しーがる」 「シーガル」 　　　午後3：30 待ちしております。どなたでもお気軽にお立ち寄り下さい。
　
   ほっと健康相談 八森保健センター 午後1：30～ 心の悩みなどの健康相談に応じます。お気軽においで
      　　　午後4：00 ください。　
 　 　 高野々介護予防教室 高野々コミュニ 午後2：00～ 自宅で出来る簡単な体操や脳を活性化させるゲームな
     ティセンター 　　　午後3：30 どを行います。　
   心配ごと相談 八峰町社会福祉協議会 午前9：30～正午 担当：奈良マリ子相談員       ※相談をご希望の方は事前にご連絡ください。☎77-3551　
   　 　 　 認知症の人と家族・地域の皆さんが、カフェのように
   認知症カフェ 石川多目的集会施設 午後1：30～ お茶を飲みながら気軽にお話しできる場所です。
 11 水    　　　午後3：30 対象：石川地区の方　参加費：100円
       問合せ先：八峰町地域包括支援センター（☎77-3200）　
     　 午後2：00～ 内容：椅子を使った簡単な体操、筋力トレーニング
   喜楽けんこうクラブ活動 ファガス 　　　午後3：30 問合せ先：喜楽けんこうクラブ代表　小林　       　　　　　　　　　　　　　　（☎090-2366-9985）　
 12 木 2歳児歯科健康診査 八森保健センター 受付午後1：00～ 対象者：平成30年3月生～平成30年8月生      　　　午後1：30 　
   強坂健康教室 強坂公民館 午前10：00～ 健康に関するお話や血圧測定などを保健師が行います。
      　　　午前11：30 強坂自治会の方はどなたでもご参加ください。 13 金
   内荒巻健康教室 内荒巻コミュニ 午後1：30～ 健康に関するお話や血圧測定などを保健師が行います。
     ティセンター 　　　午後3：00 内荒巻自治会の方はどなたでもご参加ください。　
 15 日 いさりびサロン 漁火の館 午前10：00～ 対象者：岩館第２地区にお住まいの方　参加費：１人100円　
      　　　　　　正午 内容：SPサロン（だまこ鍋）
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●
募
集
・
試
験

空
き
家
活
用
住
宅
入
居
者
募
集

お
よ
び
内
覧
会
の
お
知
ら
せ

募
集
住
宅　

空
き
家
活
用
住
宅

（
八
６
号
）八
森
字
小
入
川
家

の
上
１
１
３

・
木
造
２
階
建
て
１
戸
（
平
成

30
年
リ
フ
ォ
ー
ム
、
５
Ｌ
Ｄ

Ｋ
）

・
１
階　

リ
ビ
ン
グ
、
台
所
、

洋
室
１
、
和
室
２
、
浴
室
、

ト
イ
レ
。
２
階　

和
室
２
。

家
賃　

３
５
，
０
０
０
円

入
居
可
能
日　

　

令
和
２
年
11
月
下
旬（
予
定
）

応
募
要
件　

当
該
住
宅
に
５
年

以
上
の
居
住
が
見
込
ま
れ
る

方
。
町
の
定
住
施
策
に
賛
同

し
、
取
材
等
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
な
ど
。
詳
細
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間　

10
月
30
日（
金
）〜

11
月
13
日（
金
）午
後
５
時　

必
着

必
要
書
類　

定
住
促
進
空
き
家

活
用
住
宅
利
用
申
込
書
（
様

式
第
４
号
）、申
込
者
お
よ
び

同
居
者
の
住
民
票
の
写
し
、

申
込
者
お
よ
び
同
居
者
の
収

入
を
証
明
す
る
書
類
（
所
得

証
明
書
等
）、申
込
者
お
よ
び

同
居
者
の
納
税
を
証
明
す
る

書
類
（
納
税
証
明
書
等
）、

申
込
み
に
係
る
誓
約
書　

等

内
覧
会　

10
月
27
日（
火
）午
前

10
時
〜　

※

事
前
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　

応
募
者
多
数
の
場

合
、
子
育
て
世
帯
（
夫
婦
の

い
ず
れ
か
が
40
歳
未
満
の
婚

姻
世
帯
ま
た
は
高
校
生
ま
で

の
子
供
を
扶
養
し
て
い
る
世

帯
）
を
優
先
し
ま
す
。
そ
れ

で
も
競
合
す
る
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

問
・
申　

企
画
財
政
課
（
☎
76

―

４
６
０
３
）

「
能
代
市
ふ
る
さ
と
人
材
育
成
・

定
住
促
進
奨
学
金
奨
学
生
」追

加
募
集
の
お
知
ら
せ

　

能
代
市
で
は
、
能
代
市
お
よ

び
三
種
町
、
八
峰
町
、
藤
里
町

の
住
民
の
子
弟
で
大
学
生
等（
専

門
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
院

を
含
む
）
を
対
象
と
し
た
奨
学

金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
募
集
要
項

を
ご
確
認
の
う
え
、
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

定
員　

20
名
程
度

貸
与
金
額　

入
学
一
時
金
１
０

０
万
円
以
内

返
還
期
間　

10
年
（
年
２
回
払

い
）※

返
還
期
間
中
に
能
代

市
ま
た
は
山
本
郡
内
に
居
住

し
て
い
る
場
合
は
、
返
還
額

が
全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。

申
請
先　

居
住
す
る
地
域
の
教

育
委
員
会
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

申
請
期
限　

11
月
20
日（
金
）

そ
の
他　

奨
学
生
の
候
補
者
お

よ
び
奨
学
生
の
決
定
に
つ
い

て
は
、
12
月
下
旬
ま
で
に
通

知
し
ま
す
。

問
・
申　

教
育
委
員
会　

学
校

教
育
課
（
☎
77
―

２
８
１

６
）

●
イ
ベ
ン
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア

　

県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
を
鑑

み
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
、

県
が
移
住
者
等
を
対
象
と
す
る

就
職
イ
ベ
ン
ト
「
オ
ン
ラ
イ
ン

Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

当
日
は
、
「
オ
ン
ラ
イ
ン
Ａ

タ
ー
ン
フ
ェ
ア
」
特
設
サ
イ
ト

に
お
い
て
、
県
内
企
業
が
個
別

ペ
ー
ジ
で
面
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

ご
家
族
や
お
知
り
合
い
で
Ａ

タ
ー
ン
を
お
考
え
の
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ

の
フ
ェ
ア
の
こ
と
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

日
時　

11
月
15
日（
日
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

内
容　

県
内
企
業
と
県
内
就
職

を
希
望
す
る
方
と
の
個
別
オ

ン
ラ
イ
ン
面
談

対
象
等　

秋
田
県
内
へ
の
就
職

を
希
望
す
る
方
（
学
生
も

可
）
、
完
全
予
約
制
（
当
日

予
約
可
）

問　
（
公
財
）秋
田
県
ふ
る
さ
と

定
住
機
構
（
☎
０
１
８
―

８

２
６
―

１
７
３
１
（
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
））

●
お
知
ら
せ

温
泉
入
浴
ク
ー
ポ
ン
を
配
布

し
ま
す

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
増
進
と
地
元
の
温
泉
の
良

さ
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
小

学
生
以
上
の
全
て
の
方
に
、
ハ

タ
ハ
タ
館
と
あ
き
た
白
神
温
泉

ホ
テ
ル
で
使
用
で
き
る
、
入
浴

ク
ー
ポ
ン
を
配
布
し
ま
す
。

　
（
一
人
あ
た
り
２
枚
）

　

入
浴
ク
ー
ポ
ン
は
、
今
月
中

に
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
入
浴
ク
ー
ポ
ン
と

同
封
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
総

合
対
策
室
（
☎
74
―

７
４
７

４
）

出
張
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て

い
ま
す

　

各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
サ

ロ
ン
や
集
ま
り
へ
読
み
聞
か
せ

に
伺
い
ま
す
。

　

希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

は
な
し
の
会
「
か
も
め
」
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

お
は
な
し
の
会
「
か
も

め
」
山
本
（
☎
０
９
０
―

７

０
７
９
―

２
６
３
３
）

缶
や
ビ
ン
な
ど
の
捨
て
方
に

つ
い
て

　

中
身
が
入
っ
て
い
る
ま
ま
の

缶
や
ビ
ン
を
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と

し
て
捨
て
て
い
る
方
が
多
数
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
中
身
が
入
っ

た
ま
ま
で
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

　

捨
て
る
際
は
、
必
ず
中
身
を

分
け
て
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

問　

総
務
課　

生
活
環
境
係

（
☎
76
―

４
６
０
１
）

令
和
２
年
秋
の
火
災
予
防
運
動
週
間

期
間　

　

11
月
１
日（
日
）〜
７
日（
土
）

防
火
標
語　

「
そ
の
火
事
を　

防
ぐ
あ
な
た
に　

金
メ
ダ
ル
」

期
間
中
の
主
な
行
事　

⒈
防
災
無
線
に
よ
る
広
報

[

日
時] 　

11
月
１
日（
日
）

　

午
前
７
時
10
分

⒉
消
防
車
に
よ
る
防
火
広
報
巡

回

[

時
間] 　

午
前
10
時
、
午
後
２
時

[

内
容] 　

期
間
中
、
消
防
車
両

で
八
峰
町
内
を
巡
回
し
火
災

に
対
す
る
注
意
を
喚
起
し
ま

す
。

問　

八
峰
消
防
署
（
☎
76
―

３

１
１
９
）

能
代
市
都
市
計
画
（
案
）
に

つ
い
て
の
住
民
説
明
会
を
開

催
し
ま
す

　

能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組

合
で
実
施
す
る
、
新
た
な
一
般

廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備
に
伴

う
能
代
市
都
市
計
画
（
案
）
に

つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

※

施
設
は
能
代
市
竹
生
に
建
設

さ
れ
ま
す
が
、
峰
浜
沼
田
地
区

に
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
八
峰

町
住
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
も

周
知
し
、
参
加
を
呼
び
か
け
る

も
の
で
す
。

日
時　

11
月
12
日（
木
）午
後
６

時
30
分
〜

場
所　

能
代
市
中
央
公
民
館
第

２
研
修
室

問　

能
代
市
都
市
整
備
部
都
市

整
備
課　

公
園
・
都
市
整
備

係
（
☎
０
１
８
５
―

89
―

２
１

９
７
）

Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
照
明
器
具
に
関

す
る
調
査
を
行
い
ま
す

　

昭
和
52
年
３
月
ま
で
に
建

築
・
改
修
さ
れ
た
事
業
用
建
物

の
照
明
器
具
に
は
有
害
な
Ｐ
Ｃ

Ｂ
が
使
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
照
明

器
具
は
令
和
５
年
３
月
31
日
ま

で
に
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
県
で
は
、
保
有
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
対
象
と
な
る

建
物
を
お
持
ち
の
方
は
調
査
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
一
般
家
庭
は
対
象
外
で
す
）。

調
査
相
談
窓
口　
（
株
）秋
田
県

分
析
科
学
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

１
２
０
―

２
６
４
―

９
３
０　

平
日
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
）

調
査
主
体　

県
環
境
整
備
課

（
☎
０
１
８
―

８
６
０
―

１
６

２
４
）

県
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
個
人
事
業
税
（
２
期
）
の
納

期
限
は
令
和
２
年
11
月
30
日

（
月
）で
す
。

　

忘
れ
ず
に
最
寄
り
の
金
融
機

関
等
で
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

　

口
座
振
替
を
し
て
い
る
方
は
、

預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
納
税
通
知
書
は
令
和

２
年
11
月
２
日（
月
）に
発
送
予

定
で
す
。

◎
個
人
事
業
税
の
納
税
も
口
座

振
替
で

　

公
共
料
金
の
支
払
い
と
同
じ

よ
う
に
、
個
人
事
業
税
も
口
座

振
替
に
し
ま
せ
ん
か
。
金
融
機

関
へ
お
出
か
け
に
な
る
手
間
が

省
け
て
、
安
全
、
確
実
で
す
。

　

県
内
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、

労
働
金
庫
、
信
用
組
合
、
農
協

な
ど
に
預
金
口
座
が
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
）
。

　

秋
田
銀
行
、
北
都
銀
行
お
よ

び
み
ず
ほ
銀
行
は
、
県
外
の
支

店
で
も
可
能
で
す
。

　

令
和
３
年
６
月
末
日
ま
で
に

お
申
込
み
さ
れ
ま
す
と
、
令
和

３
年
度
１
期
分
か
ら
個
人
事
業

税
の
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
総
合
県
税
事

務
所
納
税
部
収
納
管
理
課
（
☎

０
１
８
―

８
６
０
―

３
３
３
１
）

ま
た
は
山
本
支
所
（
☎
０
１
８

５
―

52
―

６
２
０
１
）
ま
で
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
県
税
の
徴
収

猶
予
の
特
例
制
度
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少

し
、
納
付
が
困
難
な
方
は
、
納

期
限
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
で
、

徴
収
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
「
美
の
国
あ
き
た
ネ
ッ

ト
」
（
コ
ン
テ
ン
ツ
番
号
４
９

４
６
７
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促

進
強
化
月
間
」
で
す

　

労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業

の
一
部
を
除
き
、
労
働
者
を
１

人
以
上
使
用
す
る
全
て
の
事
業

主
が
加
入
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

該
当
す
る
場
合
は
、
事
業
主

お
よ
び
労
働
者
の
意
向
に
か
か

わ
ら
ず
、
法
律
上
、
当
然
加
入

の
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
事
業

主
の
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
早
急
に
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
「
相
続

登
記
」
〜
利
用
し
よ
う
「
法
定

相
続
情
報
証
明
制
度
」

　

各
法
務
局
に
お
い
て
、
各
種

相
続
手
続
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
「
法
定
相
続
情
報
証
明

制
度
」
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
各
種
相
続
手
続
で
戸
籍
謄

本
の
束
を
何
度
も
出
し
直
す
必

要
が
な
く
な
り
、
大
変
便
利
で

す
。

　

な
お
、
当
制
度
の
手
続
き
方

法
に
つ
い
て
は
、
法
務
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

秋
田
地
方
法
務
局
登
記
部

門
（
☎
０
１
８
―

８
６
２
―

１

１
７
４
）



住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
　
３つの習慣
１  寝たばこは、絶対やめる。
２  ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
３  ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策
１  逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
２  寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
３  火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
４  お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

－3つの習慣・4つの対策－

広報はっぽうお知らせ版
2020.10月23日号3　

●
募
集
・
試
験

空
き
家
活
用
住
宅
入
居
者
募
集

お
よ
び
内
覧
会
の
お
知
ら
せ

募
集
住
宅　

空
き
家
活
用
住
宅

（
八
６
号
）八
森
字
小
入
川
家

の
上
１
１
３

・
木
造
２
階
建
て
１
戸
（
平
成

30
年
リ
フ
ォ
ー
ム
、
５
Ｌ
Ｄ

Ｋ
）

・
１
階　

リ
ビ
ン
グ
、
台
所
、

洋
室
１
、
和
室
２
、
浴
室
、

ト
イ
レ
。
２
階　

和
室
２
。

家
賃　

３
５
，
０
０
０
円

入
居
可
能
日　

　

令
和
２
年
11
月
下
旬（
予
定
）

応
募
要
件　

当
該
住
宅
に
５
年

以
上
の
居
住
が
見
込
ま
れ
る

方
。
町
の
定
住
施
策
に
賛
同

し
、
取
材
等
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
な
ど
。
詳
細
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間　

10
月
30
日（
金
）〜

11
月
13
日（
金
）午
後
５
時　

必
着

必
要
書
類　

定
住
促
進
空
き
家

活
用
住
宅
利
用
申
込
書
（
様

式
第
４
号
）、申
込
者
お
よ
び

同
居
者
の
住
民
票
の
写
し
、

申
込
者
お
よ
び
同
居
者
の
収

入
を
証
明
す
る
書
類
（
所
得

証
明
書
等
）、申
込
者
お
よ
び

同
居
者
の
納
税
を
証
明
す
る

書
類
（
納
税
証
明
書
等
）、

申
込
み
に
係
る
誓
約
書　

等

内
覧
会　

10
月
27
日（
火
）午
前

10
時
〜　

※

事
前
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　

応
募
者
多
数
の
場

合
、
子
育
て
世
帯
（
夫
婦
の

い
ず
れ
か
が
40
歳
未
満
の
婚

姻
世
帯
ま
た
は
高
校
生
ま
で

の
子
供
を
扶
養
し
て
い
る
世

帯
）
を
優
先
し
ま
す
。
そ
れ

で
も
競
合
す
る
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

問
・
申　

企
画
財
政
課
（
☎
76

―

４
６
０
３
）

「
能
代
市
ふ
る
さ
と
人
材
育
成
・

定
住
促
進
奨
学
金
奨
学
生
」追

加
募
集
の
お
知
ら
せ

　

能
代
市
で
は
、
能
代
市
お
よ

び
三
種
町
、
八
峰
町
、
藤
里
町

の
住
民
の
子
弟
で
大
学
生
等（
専

門
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
院

を
含
む
）
を
対
象
と
し
た
奨
学

金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
募
集
要
項

を
ご
確
認
の
う
え
、
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

定
員　

20
名
程
度

貸
与
金
額　

入
学
一
時
金
１
０

０
万
円
以
内

返
還
期
間　

10
年
（
年
２
回
払

い
）※

返
還
期
間
中
に
能
代

市
ま
た
は
山
本
郡
内
に
居
住

し
て
い
る
場
合
は
、
返
還
額

が
全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。

申
請
先　

居
住
す
る
地
域
の
教

育
委
員
会
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

申
請
期
限　

11
月
20
日（
金
）

そ
の
他　

奨
学
生
の
候
補
者
お

よ
び
奨
学
生
の
決
定
に
つ
い

て
は
、
12
月
下
旬
ま
で
に
通

知
し
ま
す
。

問
・
申　

教
育
委
員
会　

学
校

教
育
課
（
☎
77
―

２
８
１

６
）

●
イ
ベ
ン
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア

　

県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
を
鑑

み
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
、

県
が
移
住
者
等
を
対
象
と
す
る

就
職
イ
ベ
ン
ト
「
オ
ン
ラ
イ
ン

Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

当
日
は
、
「
オ
ン
ラ
イ
ン
Ａ

タ
ー
ン
フ
ェ
ア
」
特
設
サ
イ
ト

に
お
い
て
、
県
内
企
業
が
個
別

ペ
ー
ジ
で
面
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

ご
家
族
や
お
知
り
合
い
で
Ａ

タ
ー
ン
を
お
考
え
の
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ

の
フ
ェ
ア
の
こ
と
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

日
時　

11
月
15
日（
日
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

内
容　

県
内
企
業
と
県
内
就
職

を
希
望
す
る
方
と
の
個
別
オ

ン
ラ
イ
ン
面
談

対
象
等　

秋
田
県
内
へ
の
就
職

を
希
望
す
る
方
（
学
生
も

可
）
、
完
全
予
約
制
（
当
日

予
約
可
）

問　
（
公
財
）秋
田
県
ふ
る
さ
と

定
住
機
構
（
☎
０
１
８
―

８

２
６
―

１
７
３
１
（
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
））

●
お
知
ら
せ

温
泉
入
浴
ク
ー
ポ
ン
を
配
布

し
ま
す

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
増
進
と
地
元
の
温
泉
の
良

さ
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
小

学
生
以
上
の
全
て
の
方
に
、
ハ

タ
ハ
タ
館
と
あ
き
た
白
神
温
泉

ホ
テ
ル
で
使
用
で
き
る
、
入
浴

ク
ー
ポ
ン
を
配
布
し
ま
す
。

　
（
一
人
あ
た
り
２
枚
）

　

入
浴
ク
ー
ポ
ン
は
、
今
月
中

に
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
入
浴
ク
ー
ポ
ン
と

同
封
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
総

合
対
策
室
（
☎
74
―

７
４
７

４
）

出
張
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て

い
ま
す

　

各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
サ

ロ
ン
や
集
ま
り
へ
読
み
聞
か
せ

に
伺
い
ま
す
。

　

希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

は
な
し
の
会
「
か
も
め
」
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

お
は
な
し
の
会
「
か
も

め
」
山
本
（
☎
０
９
０
―

７

０
７
９
―

２
６
３
３
）

缶
や
ビ
ン
な
ど
の
捨
て
方
に

つ
い
て

　

中
身
が
入
っ
て
い
る
ま
ま
の

缶
や
ビ
ン
を
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と

し
て
捨
て
て
い
る
方
が
多
数
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
中
身
が
入
っ

た
ま
ま
で
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

　

捨
て
る
際
は
、
必
ず
中
身
を

分
け
て
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

問　

総
務
課　

生
活
環
境
係

（
☎
76
―

４
６
０
１
）

令
和
２
年
秋
の
火
災
予
防
運
動
週
間

期
間　

　

11
月
１
日（
日
）〜
７
日（
土
）

防
火
標
語　

「
そ
の
火
事
を　

防
ぐ
あ
な
た
に　

金
メ
ダ
ル
」

期
間
中
の
主
な
行
事　

⒈
防
災
無
線
に
よ
る
広
報

[

日
時] 　

11
月
１
日（
日
）

　

午
前
７
時
10
分

⒉
消
防
車
に
よ
る
防
火
広
報
巡

回

[

時
間] 　

午
前
10
時
、
午
後
２
時

[

内
容] 　

期
間
中
、
消
防
車
両

で
八
峰
町
内
を
巡
回
し
火
災

に
対
す
る
注
意
を
喚
起
し
ま

す
。

問　

八
峰
消
防
署
（
☎
76
―

３

１
１
９
）

能
代
市
都
市
計
画
（
案
）
に

つ
い
て
の
住
民
説
明
会
を
開

催
し
ま
す

　

能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組

合
で
実
施
す
る
、
新
た
な
一
般

廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備
に
伴

う
能
代
市
都
市
計
画
（
案
）
に

つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

※

施
設
は
能
代
市
竹
生
に
建
設

さ
れ
ま
す
が
、
峰
浜
沼
田
地
区

に
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
八
峰

町
住
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
も

周
知
し
、
参
加
を
呼
び
か
け
る

も
の
で
す
。

日
時　

11
月
12
日（
木
）午
後
６

時
30
分
〜

場
所　

能
代
市
中
央
公
民
館
第

２
研
修
室

問　

能
代
市
都
市
整
備
部
都
市

整
備
課　

公
園
・
都
市
整
備

係
（
☎
０
１
８
５
―

89
―

２
１

９
７
）

Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
照
明
器
具
に
関

す
る
調
査
を
行
い
ま
す

　

昭
和
52
年
３
月
ま
で
に
建

築
・
改
修
さ
れ
た
事
業
用
建
物

の
照
明
器
具
に
は
有
害
な
Ｐ
Ｃ

Ｂ
が
使
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
照
明

器
具
は
令
和
５
年
３
月
31
日
ま

で
に
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
県
で
は
、
保
有
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
対
象
と
な
る

建
物
を
お
持
ち
の
方
は
調
査
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
一
般
家
庭
は
対
象
外
で
す
）。

調
査
相
談
窓
口　
（
株
）秋
田
県

分
析
科
学
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

１
２
０
―

２
６
４
―

９
３
０　

平
日
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
）

調
査
主
体　

県
環
境
整
備
課

（
☎
０
１
８
―

８
６
０
―

１
６

２
４
）

県
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
個
人
事
業
税
（
２
期
）
の
納

期
限
は
令
和
２
年
11
月
30
日

（
月
）で
す
。

　

忘
れ
ず
に
最
寄
り
の
金
融
機

関
等
で
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

　

口
座
振
替
を
し
て
い
る
方
は
、

預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
納
税
通
知
書
は
令
和

２
年
11
月
２
日（
月
）に
発
送
予

定
で
す
。

◎
個
人
事
業
税
の
納
税
も
口
座

振
替
で

　

公
共
料
金
の
支
払
い
と
同
じ

よ
う
に
、
個
人
事
業
税
も
口
座

振
替
に
し
ま
せ
ん
か
。
金
融
機

関
へ
お
出
か
け
に
な
る
手
間
が

省
け
て
、
安
全
、
確
実
で
す
。

　

県
内
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、

労
働
金
庫
、
信
用
組
合
、
農
協

な
ど
に
預
金
口
座
が
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
）
。

　

秋
田
銀
行
、
北
都
銀
行
お
よ

び
み
ず
ほ
銀
行
は
、
県
外
の
支

店
で
も
可
能
で
す
。

　

令
和
３
年
６
月
末
日
ま
で
に

お
申
込
み
さ
れ
ま
す
と
、
令
和

３
年
度
１
期
分
か
ら
個
人
事
業

税
の
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
総
合
県
税
事

務
所
納
税
部
収
納
管
理
課
（
☎

０
１
８
―

８
６
０
―

３
３
３
１
）

ま
た
は
山
本
支
所
（
☎
０
１
８

５
―

52
―

６
２
０
１
）
ま
で
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
県
税
の
徴
収

猶
予
の
特
例
制
度
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少

し
、
納
付
が
困
難
な
方
は
、
納

期
限
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
で
、

徴
収
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
「
美
の
国
あ
き
た
ネ
ッ

ト
」
（
コ
ン
テ
ン
ツ
番
号
４
９

４
６
７
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促

進
強
化
月
間
」
で
す

　

労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業

の
一
部
を
除
き
、
労
働
者
を
１

人
以
上
使
用
す
る
全
て
の
事
業

主
が
加
入
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

該
当
す
る
場
合
は
、
事
業
主

お
よ
び
労
働
者
の
意
向
に
か
か

わ
ら
ず
、
法
律
上
、
当
然
加
入

の
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
事
業

主
の
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
早
急
に
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
「
相
続

登
記
」
〜
利
用
し
よ
う
「
法
定

相
続
情
報
証
明
制
度
」

　

各
法
務
局
に
お
い
て
、
各
種

相
続
手
続
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
「
法
定
相
続
情
報
証
明

制
度
」
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
各
種
相
続
手
続
で
戸
籍
謄

本
の
束
を
何
度
も
出
し
直
す
必

要
が
な
く
な
り
、
大
変
便
利
で

す
。

　

な
お
、
当
制
度
の
手
続
き
方

法
に
つ
い
て
は
、
法
務
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

秋
田
地
方
法
務
局
登
記
部

門
（
☎
０
１
８
―

８
６
２
―

１

１
７
４
）



正確な通報が、消防隊・救急隊の

迅速な活動へ繋がり、尊い命を救います

広報はっぽうお知らせ版
2020.10月23日号 4

 八峰町役場（代表） ☎７６－２１１１ 総務課 ☎７６－４６０１
 総務課町民サービス係 ☎７６－４６１４ 防災まちづくり室 ☎７６－４６６６
 企画財政課 ☎７６－４６０３ 税務会計課 ☎７６－４６０４
 産業振興課 ☎７６－４６０５ 議会事務局 ☎７６－４６０７
 福祉保健課 ☎７６－４６０８ 農林振興課 ☎７６－４６０９
 建設課 ☎７６－４６１０ 農業委員会 ☎７６－４６１１
 教育委員会（ファガス） ☎７７－２８１６ 教育委員会（幼児保育庶務係） ☎７７－２７２８
 ファガス ☎７７－３７００ 生涯学習課（峰栄館） ☎７６－２３２３
 八森保健センター ☎７７－４０５０ 町営診療所 ☎７６－３８１３
 町営診療所（塙川分院） ☎７６－２０７５ 町営歯科診療所 ☎８８－８２１０
 八峰消防署 ☎７６－３１１９ 八森駐在所 ☎７７－３１１０
 峰浜駐在所 ☎７６－２１１０ 峰浜ポンポコ子ども園 ☎７４‐５９３３
 八森子ども園 ☎７０－４１００ 八森小学校 ☎７７－２２２２
 峰浜小学校 ☎７６－２４６８ 八峰中学校 ☎７６－３９７２
 八峰町社会福祉協議会 ☎７７－３５５１ 子育て支援センター「あいあい」  ☎７４－６１７３
 あきた白神体験センター ☎７７‐４４５５ 新型コロナウイルス総合対策室 ☎７４－７４７４

　消防庁では、消防に対する正しい理解と認識を深めるとともに、防火意識の高揚、地域ぐるみの防災体制の
確立に資することを目的として、昭和６２年から１１月９日を「１１９番の日」としております。

11月９日は119番の日

■問合せ先　能代山本広域市町村圏組合消防本部　通信指令室　☎５２－３３１１

《
正
確
な
通
報
を
す
る
た
め
に
》

　

通
報
時
は
気
が
動
転
し
て
、
正
確
な
通
報
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
「
早
く
来

て
く
だ
さ
い
。
」
だ
け
で
切
断
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
多
く
、
災
害
場
所
の
特
定
ま
で
時
間
が

か
か
り
、
出
動
が
遅
く
な
る
と
い
う
事
例
も
多
く
あ
り
ま
す
。
１
１
９
番
通
報
は
落
ち
着

い
て
、
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

●
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

✓
こ
ち
ら
の
指
示
が
あ
る
ま
で
は
、
通
話
を
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

✓
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
、
位
置
情
報
を
割
り
出
せ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
住
所

や
目
標
と
な
る
建
物
等
を
詳
し
く
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

✓
状
況
に
よ
っ
て
は
、
通
報
時
に
応
急
処
置
や
避
難
誘
導
を
指
示
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

✓
家
庭
で
は
電
話
の
そ
ば
に 

﹇
住
所
・
名
前
・
目
標
物
・
電
話
番
号
﹈
を
記
入
し
た
メ

モ
な
ど
を
準
備
し
て
お
く
と
良
い
で
す
。

✓
職
場
や
地
域
で
の
避
難
訓
練
の
際
に
、
通
報
訓
練
を
積
極
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

緊
急
通
報
は
固
定
電
話
、
携
帯
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
登
録
者
の
み
）

で
の
通
報
が
可
能
で
す
。

　

日
本
語
以
外
か
ら
の
１
１
９
通
報
時
お
よ
び
現
場
活
動
時
に
通
訳
を
交
え
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
多
言
語
通
訳
シ
ス
テ
ム
、
音
声
通
話
に
よ
る
１
１
９
通
報
が
困
難
な

方
を
対
象
と
し
た
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

 

通 報 要 領

１１９番通報

火災時 救急時

火事ですか？・救急ですか？

あなた（通報者）の名前と電話番号を教えてください

何が燃えていますか？ 誰がどうしましたか？

けが人や逃げ遅れた
人はいますか？

傷病者の状況を教えて
ください。

場所（住所）はどこですか？
（付近の目標となる物など）


